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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第18期

第１四半期
連結累計期間

第19期
第１四半期
連結累計期間

第18期

会計期間
自平成29年４月１日
至平成29年６月30日

自平成30年４月１日
至平成30年６月30日

自平成29年４月１日
至平成30年３月31日

売上高 （千円） 1,415,812 1,986,233 6,408,873

経常利益 （千円） 291,172 464,778 1,247,916

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 199,879 298,630 874,981

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 200,091 301,168 872,063

純資産額 （千円） 3,034,979 3,876,596 3,706,874

総資産額 （千円） 3,728,702 5,163,061 5,229,853

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 4.41 6.59 19.31

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 81.4 75.1 70.9

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．当社は、平成30年４月１日付で１株につき２株の割合で株式分割を行っておりますが、前連結会計年度の期

首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。

５．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営

指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当第１四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（１）経営成績の状況

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、底堅い企業収益により緩やかな回復が継続しておりますが、

不安定な国際情勢の影響による、海外景気動向の減速懸念が台頭しております。

 当社グループがクラウド事業及びIT人材事業を展開する情報通信サービス市場におきましては、労働需給のひっ

迫や、政府の提唱する働き方改革を背景として、企業の旺盛なIT投資姿勢が継続しております。

 このような経営環境の中、当社は企業の業務効率化に貢献する複数のクラウドサービスの提供を通じて、持続的

な成長を実現するために積極的な拡販活動に取り組んでまいりました。

 足元で成長を牽引しているクラウド経費精算サービス「楽楽精算」は新規導入が好調に推移しており、高成長が

持続しております。また、主に請求書の電子化に利用されているWEB帳票発行システム「楽楽明細」の引き合いが

増加しており、将来の成長を見据えた営業人員の増員を行っております。その他主要なクラウドサービスも順調に

推移したことに加え、M&Aで取得したクラウドサービスの貢献もあり、当第１四半期連結累計期間の売上高は

1,986,233千円(前年同四半期比40.3％増)となりました。利益面では昨年発生した東京本社移転費用等の影響がな

かったことから、営業利益は463,979千円(前年同四半期比59.2％増)、経常利益は464,778千円(前年同四半期比

59.6％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は298,630千円(前年同四半期比49.4％増)となりました。

 

 セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

①クラウド事業

 クラウド事業は、主要なクラウドサービスの拡販活動に加え、M&Aで取得したクラウドサービスの貢献もあり、

売上高は1,512,332千円(前年同四半期比47.4％増)となりました。一方で大きなマーケティング施策の計画及び実

施がなかったため、セグメント利益は426,691千円(前年同四半期比56.7％増)と大幅な増益となっております。

 

②IT人材事業

 IT人材事業は、顧客企業側での慢性的なITエンジニア不足を背景に、稼働人員数が増加したことから売上高

477,528千円(前年同四半期比22.5％増)となりました。利益面では昨年発生した東京本社移転費用がなくなり、売

上高の拡大に伴い賃料負担の影響が低下したことからセグメント利益は37,288千円(前年同四半期比95.4％増)と大

幅な増益となりました。
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（２）財政状態の分析

①資産

 当第１四半期連結会計期間末における流動資産は2,725,554千円となり、前連結会計年度末に比べて76,950千円

減少いたしました。主な要因は、売掛金が51,516千円増加したものの、現金及び預金が206,335千円減少したこと

によるものであります。固定資産は2,437,506千円となり、前連結会計年度末に比べて10,158千円増加いたしまし

た。これは主にのれんが40,948千円、繰延税金資産が32,356千円それぞれ減少したものの、差入保証金が49,449千

円、建設仮勘定が38,148千円、工具、器具及び備品が14,798千円それぞれ増加したことによるものであります。

 この結果、総資産は5,163,061千円となり、前連結会計年度末に比べ66,791千円減少いたしました。

 

②負債

 当第１四半期連結会計期間末における流動負債は1,158,805千円となり、前連結会計年度末に比べて259,329千円

減少いたしました。主な要因は、賞与引当金が103,883千円増加したものの、未払費用が191,272千円、未払法人税

等が176,793千円、未払金が53,317千円それぞれ減少したことによるものであります。固定負債は127,659千円とな

り、前連結会計年度末に比べて22,815千円増加いたしました。これは主に、繰延税金負債が18,064千円増加したこ

とによるものであります。

 この結果、負債合計は1,286,465千円となり、前連結会計年度末に比べ236,513千円減少いたしました。

 

③純資産

 当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は3,876,596千円となり、前連結会計年度末に比べ169,721千円

増加いたしました。主な要因は、利益剰余金が剰余金の配当により131,380千円減少したものの、親会社株主に帰

属する四半期純利益の計上により、298,630千円増加したことによるものであります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

 該当事項はありません。
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（５）従業員数

①連結会社の状況

平成30年６月30日現在

セグメントの名称 従業員数（人）

クラウド事業 324 （53） 

IT人材事業 275 （1） 

報告セグメント計 599 （54） 

全社（共通） 31 （6） 

合計 630 （60） 

（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（契約社員、パート及び人材会社からの派遣社員）は、当第

１四半期連結累計期間の平均人員を（ ）外数で記載しております。

２．全社（共通）として記載されている従業員数は、管理部門に所属しているものであります。

３．従業員数が当第１四半期連結累計期間において、69名増加しております。主な理由は業容拡大に伴うも

のであります。

 

②提出会社の状況

平成30年６月30日現在

セグメントの名称 従業員数（人）

クラウド事業 281 （51） 

IT人材事業 275 （1） 

報告セグメント計 556 （52） 

全社（共通） 31 （6） 

合計 587 （58） 

（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（契約社員、パート及び人材会社からの派遣社員）は、当第

１四半期累計期間の平均人員を（ ）外数で記載しております。

２．全社（共通）として記載されている従業員数は、管理部門に所属しているものであります。

３．従業員数が当第１四半期累計期間において、61名増加しております。主な理由は業容拡大に伴うもので

あります。

 

（６）主要な設備

 前連結会計年度末に計画していた設備計画のうち、当第１四半期連結累計期間に完了したものは、次のとおりで

あります。

会社名

事業所名
所在地

セグメント

の名称
設備の内容

投資額

（千円）
完了年月

株式会社ラクス

パートナーズ
東京都新宿区 IT人材事業

移転に伴う設備

等
104,007 平成30年６月

（注）１．上記の金額に消費税等は含まれておりません。

２．上記の金額には差入保証金が含まれております。

３．投資計画の見直しにより投資予定額から減少しております。

 

３【経営上の重要な契約等】

 当第１四半期連結会計期間において、新たに締結した重要な契約は次のとおりであります。

　（吸収分割契約）

　当社は、平成30年４月13日開催の取締役会において、当社のIT人材事業を会社分割（簡易・略式吸収分割）

し、連結子会社である株式会社ラクスパートナーズに承継することを決議し、同日付で吸収分割契約を締結いた

しました。本件吸収分割の効力発生日は平成30年７月１日であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 45,304,000 45,304,000
東京証券取引所

（マザーズ）

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は

100株であります。

計 45,304,000 45,304,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　 　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　 該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年４月１日（注） 22,652,000 45,304,000 － 378,378 － 308,028

（注）株式分割（１：２）によるものであります。

 

（５）【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成30年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成30年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式        100
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 22,649,300 226,493 －

単元未満株式 普通株式      2,600 － －

発行済株式総数 22,652,000 － －

総株主の議決権 － 226,493 －

（注）１．「単元未満株式」には当社所有の自己株式28株が含まれております。

２．平成30年４月１日付で１株につき２株の割合で株式分割を行っており、これにより発行済株式総数は

22,652,000株増加しておりますが、上記株式数は株式分割前の数値を記載しております。

 

②【自己株式等】
 

平成30年３月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社ラクス
大阪市北区梅田三丁目

４番５号
100 － 100 0.00

計 － 100 － 100 0.00
 
（注）１．上記自己保有株式には、単元未満株式28株は含まれておりません。

２．平成30年４月１日付で１株につき２株の割合で株式分割を行っており、これにより自己株式は100株増加して

おりますが、上記株式数は株式分割前の数値を記載しております。

 

２【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平

成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,719,176 1,512,840

売掛金 965,905 1,017,422

商品 5,057 3,612

仕掛品 680 －

その他 118,031 197,908

貸倒引当金 △6,345 △6,229

流動資産合計 2,802,505 2,725,554

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 81,872 77,610

工具、器具及び備品（純額） 119,321 134,119

建設仮勘定 － 38,148

有形固定資産合計 201,193 249,878

無形固定資産   

のれん 1,283,068 1,242,119

顧客関連資産 355,733 337,333

ソフトウエア 21,107 25,571

無形固定資産合計 1,659,909 1,605,024

投資その他の資産   

投資有価証券 40,000 40,000

差入保証金 256,844 306,294

繰延税金資産 268,444 236,088

その他 7,251 6,564

貸倒引当金 △6,295 △6,343

投資その他の資産合計 566,245 582,603

固定資産合計 2,427,347 2,437,506

資産合計 5,229,853 5,163,061
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 237 188

1年内返済予定の長期借入金 10,404 4,152

未払金 452,913 399,596

未払費用 219,412 28,139

未払法人税等 306,925 130,131

未払消費税等 114,639 112,185

前受金 255,904 268,846

賞与引当金 － 103,883

その他 57,699 111,681

流動負債合計 1,418,135 1,158,805

固定負債   

長期未払費用 28,901 33,652

繰延税金負債 75,942 94,006

固定負債合計 104,843 127,659

負債合計 1,522,978 1,286,465

純資産の部   

株主資本   

資本金 378,378 378,378

資本剰余金 308,028 308,028

利益剰余金 3,023,218 3,190,468

自己株式 △219 △285

株主資本合計 3,709,405 3,876,589

その他の包括利益累計額   

繰延ヘッジ損益 △184 1,561

為替換算調整勘定 △2,345 △1,554

その他の包括利益累計額合計 △2,530 7

純資産合計 3,706,874 3,876,596

負債純資産合計 5,229,853 5,163,061
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 1,415,812 1,986,233

売上原価 533,349 669,602

売上総利益 882,462 1,316,630

販売費及び一般管理費 591,087 852,651

営業利益 291,374 463,979

営業外収益   

受取利息 0 0

為替差益 － 806

その他 － 0

営業外収益合計 0 807

営業外費用   

支払利息 31 8

為替差損 171 －

その他 0 －

営業外費用合計 203 8

経常利益 291,172 464,778

特別損失   

固定資産除却損 596 －

特別損失合計 596 －

税金等調整前四半期純利益 290,575 464,778

法人税、住民税及び事業税 75,568 116,497

法人税等調整額 15,127 49,649

法人税等合計 90,696 166,147

四半期純利益 199,879 298,630

親会社株主に帰属する四半期純利益 199,879 298,630
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純利益 199,879 298,630

その他の包括利益   

繰延ヘッジ損益 223 1,746

為替換算調整勘定 △11 791

その他の包括利益合計 212 2,537

四半期包括利益 200,091 301,168

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 200,091 301,168
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【注記事項】

（追加情報）

（賞与引当金）

 前連結会計年度においては、従業員賞与の確定額を未払費用として計上しておりましたが、当第１四半期連

結累計期間は支給額が確定していないため、支給見込額を賞与引当金として計上しております。なお、前連結

会計年度においては支給確定額183,036千円を未払費用に含めて計上しております。

 

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日）

減価償却費 16,781千円 38,699千円

のれん償却額 － 40,948千円
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（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月23日

定時株主総会
普通株式 88,342 3.90 平成29年３月31日 平成29年６月26日 利益剰余金

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月22日

定時株主総会
普通株式 131,380 5.80 平成30年３月31日 平成30年６月25日 利益剰余金

（注）当社は、平成30年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っておりますが、上記配

当金については、当該株式分割前の株式数を基準に配当を実施しております。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント 四半期連結
損益計算書
計上額 クラウド事業 IT人材事業 計

売上高     

外部顧客への売上高 1,025,922 389,889 1,415,812 1,415,812

計 1,025,922 389,889 1,415,812 1,415,812

セグメント利益 272,296 19,078 291,374 291,374

 (注) 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

 

当第１四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額

四半期連結
損益計算書
計上額 クラウド事業 IT人材事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 1,512,332 473,900 1,986,233 - 1,986,233

セグメント間の内部売上高又は振替

高
- 3,627 3,627 △3,627 -

計 1,512,332 477,528 1,989,860 △3,627 1,986,233

セグメント利益 426,691 37,288 463,979 - 463,979

 (注) 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日）

１株当たり四半期純利益 4.41円 6.59円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 199,879 298,630

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益（千円）
199,879 298,630

普通株式の期中平均株式数（株） 45,303,844 45,303,721

 （注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、平成30年４月１日付で１株につき２株の割合で株式分割を行っておりますが、前連結会計年度の期

首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益を算定しております。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年８月13日

株式会社ラクス

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 宮本　敬久　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 花谷　徳雄　　印

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい
る株式会社ラクスの平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計
期間（平成30年４月１日から平成30年度６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１
日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期
連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠
して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任
 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結
財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我
が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比
べて限定された手続である。
 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論
 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般
に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ラクス及び連結子会社の
平成30年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正
に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 

利害関係
 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
 

以　上
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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